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対人関係とコミュニケーション 大学では

　

キ
ャ
リ
ア
意
識
の
向
上
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
と
い
う
二
つ
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
実
施
し
た
内
容
は
、
大
き
く

四
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
第
一
に
、グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
体

験
で
す
。
基
本
と
な
る
傾
聴
・
被
傾
聴
体
験

を
最
初
に
設
定
し
、
相
手
に
対
し
て
受
容
的

態
度
を
と
る
こ
と
の
重
要
性
を
気
づ
か
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
自
ら
の
価
値
観
の
確
認
を
、
価
値

に
関
わ
る
単
語
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
用
い

て
行
っ
た
り
、
合
意
形
成
の
ワ
ー
ク
を
通
じ
て

他
者
の
意
見
を
受
け
入
れ
る
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
体
育
館
で
の
ワ
ー
ク
も
い
わ
ば
身
体
を

使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
験
と
し
て
用

意
し
ま
し
た
。

　

第
二
に
、
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

る
ワ
ー
ク
で
す
。Life

 R
.P
.G

を
使
っ
た
ゲ
ー

ム
で
、
卒
業
後
の
人
生
を
展
望
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
画
用
紙
３
枚
に
「
将
来
の
夢
」
を
ま

と
め
さ
せ
、
グ
ル
ー
プ
内
で
発
表
さ
せ
ま
し

た
。
３
枚
に
ま
と
め
さ
せ
る
こ
と
で
、ス
ト
ー

リ
ー
を
も
っ
て
話
を
組
み
立
て
て
い
く
訓
練

と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ワ
ー
ク
は
、
キ
ャ

リ
ア
意
識
の
向
上
に
結
び
つ
く
と
同
時
に
、

　　

こ
の
研
修
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、
学
生
の
夏
休
み
を
利
用

し
、
低
学
年
次
生
（
１
・
２
年
生
）
に
、
こ

れ
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
き
っ
か
け
を

掴
む
こ
と
、
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

強
化
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
新
潟
大
学

は
今
年
で
６
回
目
の
開
催
、
東
海
大
学
は
今

年
で
２
回
目
の
開
催
に
な
り
ま
す
。
昨
年
度

か
ら
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
就
職
支
援
協
定
を
締

結
し
て
い
る
両
大
学
の
学
生
に
よ
る
合
同
研

修
合
宿
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
、「
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
意
識

す
る
た
め
に
、
ま
ず
自
分
を
知
ろ
う
、
そ
の

た
め
に
も
他
者
を
知
ろ
う
」、「
自
分
の
こ
れ

か
ら
を
考
え
る
た
め
に
、
大
学
生
活
に
お
い

て
目
的
意
識
を
も
と
う
」
と
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
な
ど
を
通
し
て
、
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
同

士
が
「
聞
く
、
話
す
、
考
え
る
」
こ
と
を
行

う
体
験
型
合
宿
研
修
で
す
。

　

就
職
支
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
両
大
学

で
は
、
教
職
員
も
「
東
海
大
学
及
び
新
潟
大

学
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
研
修
会
」
を
１
泊

２
日
で
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
今

年
で
８
回
目
を
迎
え
ま
す
。
平
成
２３
年
度
は

東
海
大
学
か
ら
は
２９
名
、
新
潟
大
学
か
ら
は

３３
名
の
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
や
学
生
活
動

支
援
を
担
当
す
る
教
職
員
が
参
加
し
、
講
師

等
３
名
を
含
め
６５
名
と
い
う
大
合
宿
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

　　

今
年
度
は
、
９
月
１３
日
、
１４
日
、
１５
日
の
３

日
間
の
日
程
で
、
独
立
行
政
法
人
国
立
女
性

教
育
会
館
に
お
い
て
、「
平
成
２３
年
度
低
学
年

次
対
象
キ
ャ
リ
ア
意
識
形
成
合
同
研
修
『
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
強
化
合
宿
』」
と
題
し
て

開
催
し
ま
し
た
。
東
海
大
学
か
ら
は
学
生
３３

名
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
２
名
、
教
職
員
３
名
の

計
３８
名
、
新
潟
大
学
は
学
生
２３
名
、
学
生
ス

タ
ッ
フ
２
名
、
教
職
員
３
名
の
計
２８
名
、
両

大
学
で
計
６６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

キャリア意識形成合同研修『コミュニケーション力強化合宿』

　企業が採用選考をはじめ人材マネジメントにおいて重要な項目として考えているコミュニケーション力ですが、最近の若
者はその能力が不足していると言われることもあります。英語力や情報リテラシーに優れた人も多い一方、人と人とが顔を合
わせる場面での対人関係を苦手とする若者は増える傾向にあるのかもしれません。
　新潟大学と東海大学では、学生のコミュニケーション能力を高め、キャリア意識形成を図ることを支援するイベントと
して、「コミュニケーション力強化合宿」を共催しています。今年度、合同開催研修としては２回目となる合宿が９月に
行われました。その内容をご報告いただきました。

新潟大学＆東海大学

東海大学キャリア支援センター次長 （同文学部アジア文明学科教授）内藤　耕
新潟大学教育･学生支援機構キャリアセンター　准教授 西條秀俊

実
施
の
経
緯
、

目
的
及
び
コ
ン
セ
プ
ト

１

今
年
度
の
実
施
内
容

２

【合宿参加スタッフ】
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れ
を
惜
し
む
学
生
の
姿
や
、
連
絡
先
を
交
換

し
合
う
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
、
こ

ち
ら
も
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

申
し
込
み
の
際
に
は
「
他
人
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
苦
手
だ
か

ら
」
と
い
う
動
機
で
参
加
し
た
学
生
た
ち
が
、

し
っ
か
り
他
者
と
の
関
わ
り
を
も
て
て
い
る

姿
を
見
る
と
、
学
生
の
潜
在
的
な
力
や
可
能

性
を
感
じ
ま
し
た
。

　　

３
日
間
の
研
修
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

学
生
生
活
や
将
来
を
真
剣
に
考
え
る
と
と
も

に
、
他
学
部
だ
け
で
は
な
く
他
大
学
の
学
生

と
寝
食
を
共
に
す
る
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
興

味
・
価
値
観
に
触
れ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
向
上
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
学
生
同
士
で
真
剣
に
真
面
目

な
こ
と
を
話
し
合
う
経
験
が
少
な
い
学
生
た

ち
に
と
っ
て
、
お
互
い
に
「
自
己
開
示
す
る

こ
と
」、「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
」

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
発
揮
に
も
つ

な
が
る
こ
と
を
意
図
し
ま
し
た
。

　

第
三
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
を
受
け
る
形

で
２
日
目
の
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
キ
ャ
リ

ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
ワ
ー
ク
を
実
施
し

ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
「
い
ま
の
自
分
」
↓

「
こ
れ
ま
で
の
自
分
」
↓
「
こ
れ
か
ら
の
自

分
」
の
順
に
異
な
る
グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
違

う
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
対
し
て
自
分
の
思
い
を

語
っ
て
い
き
ま
し
た
。
い
わ
ば
傾
聴
の
プ
ロ

の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
自
己
開
示

の
促
進
を
狙
っ
た
も
の
で
す
。
毎
年
、
最
も

好
評
を
得
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

最
後
は
、
お
台
場
の
フ
ジ
テ
レ
ビ
見
学

と
同
社
社
員
に
よ
る
講
演
で
す
。
講
師
が
同

社
唯
一
の
外
国
人
社
員
と
い
う
こ
と
で
、
普

通
の
社
会
人
と
は
異
な
っ
た
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
の
紹
介
と
な
り
ま
し
た
が
、
日
本
人
学
生

の
キ
ャ
リ
ア
選
択
に
も
大
き
く
通
じ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
、
朝
、
集
合
場
所
に

集
ま
っ
た
時
は
、
挨
拶
の
声
も
小
さ
く
、
緊

張
し
た
面
持
ち
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

臨
む
姿
が
見
ら
れ
、
我
々
ス
タ
ッ
フ
も
若
干

の
不
安
を
感
じ
ま
し
た
が
、
い
ざ
バ
ス
が
出

発
す
る
と
、
全
て
の
座
席
で
会
話
が
弾
み
、

車
中
は
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
研
修
先
に
到
着
し
、

両
大
学
の
学
生
が
一
緒
に
な
り
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
が
ス
タ
ー
ト
。
す
る
と
、
学
生
た
ち

は
笑
顔
で
ワ
ー
ク
を
進
め
、
発
表
も
個
性
的

か
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
発
言
が
随
所
に
見
ら
れ
、

我
々
も
一
安
心
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

２
日
目
の
夜
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
の
ワ
ー
ク
で
は
、
学
生
同
士
が
車

座
で
の
語
り
合
い
を
体
験
し
ま
し
た
。
低
学

年
次
の
学
生
に
と
っ
て
は
、
普
段
の
日
常
生

活
か
ら
離
れ
て
真
剣
に
自
分
と
向
き
合
え
る

貴
重
な
時
間
、
機
会
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

学
生
同
士
が
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
お
互
い
に

語
り
合
い
、
学
校
、
学
部
、
学
年
を
超
え
た

参
加
メ
ン
バ
ー
と
の
仲
間
意
識
も
醸
成
で
き

た
よ
う
で
し
た
。

　

合
宿
中
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
同
士
で
固

ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
な
く
、
和
気
あ
い
あ
い

と
ワ
ー
ク
に
臨
み
、
最
終
日
、
帰
途
に
つ
く
た

め
バ
ス
に
乗
り
込
む
前
に
は
、
抱
き
合
っ
て
別

は
新
鮮
な
経
験
で
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
や
必

要
性
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
だ
け
が
一

人
歩
き
し
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
学
生
同

士
が
愚
直
に
語
り
合
う
こ
と
か
ら
何
か
を
掴

ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
人
と
の

関
係
性
の
中
で
初
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
、

上
手
い
下
手
は
な
い
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
目
的

の
一
つ
に
う
た
っ
て
は
い
ま
す
が
、
た
か
だ

か
２
泊
３
日
の
体
験
で
得
ら
れ
る
も
の
と
言

え
ば
、「
ち
ゃ
ん
と
話
せ
た
」
と
か
「
聞
い
て

も
ら
え
た
」
と
い
っ
た
体
験
で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
け
れ
ど
も
日
常
で
は
な
か
な
か
話
せ

な
い
話
題
を
、
し
か
も
大
学
も
学
部
も
違
う
、

多
く
は
初
対
面
の
学
生
と
共
に
話
せ
た
と
い

う
こ
と
は
、
秋
か
ら
の
学
生
生
活
に
何
か
し

ら
大
き
な
刺
激
を
与
え
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
、

こ
の
企
画
の
成
果
は
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
と

捉
え
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
学
生
の
様
子
、
感
想

３

ま
と
め

４【参加した学生からのコメント】 
・長すぎる夏休みの中で、最も充実した３日間だった。 
・コミュニケーション能力が足りないという自分への
印象が少し緩和された。 
・将来の自分について語るのはとても有意義だった。 
・初対面の他大学の学生と寝食を共にする機会は、今
後の人生でまずないことだと思う。 
・本当にたくさんのことを学んだし、何よりも楽しか
った。ありがとう。 
・自分は人見知りで、人と話すのが苦手でした。この
合宿に参加することで、その苦手が少し克服できた
のではないかなと思います。 
・何より楽しい合宿でした。後輩にも勧めたいと思い
ます！ 
・自分の意見を伝え、相手に理解してもらえることを
楽しいと感じた。 
・将来のために何か始めてみようと思った。 

　私たちはキャリア・カウンセラーもしくはキャリ
ア・コンサルタントという立場でグループ・ワークに
参画しました。日本の学生の場合は親や先生からYou 
are OKというメッセージをもらわずに育っている場合
が多いので、グループ・ワークのファシリテーターと
しては学生たちの自己肯定感や自己信頼感を醸成する
ことを意識しながらYou are OKというフィードバック
を心がけました。学生たちの感想を読んでみると、そ
れが功を奏したようにも思われます。 

【ファシリテーターとして参加いただいた社会人のコメント】 

ＮＰＯ法人日本キャリア・カウンセリング研究会会長、日本カ
ウンセリング学会認定スーパーバイザー、日本産業カウンセリ
ング学会スーパーバイザー・トレーナー 

今野能志 氏 

東海大学キャリア支援センター 次長／アジア文明学科 教授　内藤耕
東海大学キャリア支援センター 高輪キャリア支援課 課長　植野一朗
東海大学キャリア支援センター 湘南キャリア支援課 課員　礒部友紀恵

【合宿参加スタッフ】


